
 

 

インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム 

第７回ピッチイベント 

 

次  第 
 

日 時：令和３年 12月 21日（火）13：00～16：30 

場 所：近畿地方整備局 第一別館 2階 大会議室 

 

 

１．開会 

インフラメンテナンス国民会議 近畿本部フォーラム 

事務局代表      霜上 民生 

 

２．来賓挨拶 

 近畿地方整備局 企画部長    豊口 佳之 

 

３．ピッチイベント 

【テーマ①】 大阪府 

【点検の機械化に係る技術】 

   【テーマ②】 大阪市、淡路市 

【橋梁塗装に係る技術】 

   【テーマ③】 大阪府、奈良県、大阪市 

【空洞調査に係る技術】 

   【テーマ④】 大阪府 

【台帳整備に係る技術】 

【テーマ⑤】 京田辺市 

【ため池堤防等の漏水箇所調査に係る技術】 

 

４．ピッチイベントを終えて 

   インフラメンテナンス国民会議 近畿本部 近畿情報ＷＧ長  坂野 昌弘 

 

５．閉会 



大阪府 河川室　主査 石本 雄大 土牛産業株式会社 研究開発室 進藤 大輔
大阪府 河川室　副主査 松本 卓也 株式会社NTJジオテックス 取締役 吉川 潤
大阪府 道路室　主査 紙上 健 エフ・アール・ピー・サービス株式会社 第一営業部　参与 山下 節三
大阪府 道路室　主査 吉住 俊哉 一般財団法人　地域 地盤 環境 研究所 技術アドバイザー 山内 淑人
大阪府 道路室　技師 吉田 隆晃 株式会社ＣＴＩウイング 橋梁部　部長 池田 豊
大阪府 道路室　技師 横山 彼杜 株式会社ＣＴＩウイング 橋梁部　班長 小松 正志
大阪府 事業管理室　副理事 上田 大輔 株式会社ニコン・トリンブル 事業企画部　　マネジャー 亀田 義則
大阪府 事業管理室　課長補佐 中井 和弘 計測技研株式会社 技術部　部長 藤村 守
大阪府 事業管理室　主査 松澤 大助 株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク 事業推進部　建設・土木担当 大黒 仁之
奈良県 道路保全課　主任主事 小笠原 裕 株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク 事業推進部　建設・土木担当 岡森 駿
大阪市 道路部調整課　担当係長 寺田 昌広 株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク 事業推進部　建設・土木担当 菊地 絵里
大阪市 道路部道路課　担当係長 花房 幸司 社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会 高野 輝浩
京田辺市 農政課 伊藤 健一 社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会 吉岡 彩佳
京田辺市 建設政策推進室　担当係長 前田 寛幸 朝桐工業株式会社 鈴木 大亮
池田市 都市整備部交通道路課　副主幹 船曳 勇介 朝桐工業株式会社 南
池田市 都市整備部交通道路課　主任技師 村西 昇 一般財団法人土木研究センター 参与 片脇 清士
茨木市 建設部　建設管理課　主幹兼係長 福岡 寛 株式会社鴻池組 土木事業総轄本部　執行役員 村西 正実
内閣府　沖縄総合事務局 開発建設部　建設行政課　課長補佐 知名 広道 株式会社総社技術コンサルタント 難波 進
岸和田市　 まちづくり推進部　都市計画課　担当員 田中 皇志郎 株式会社復建技術コンサルタント 関西支店　副技師長 水田 和之
和歌山市企業局　 維持管理課　課長 木下 公平 株式会社ケー・エフ・シー 営業企画部　営業企画課長 坪本 隆司
和歌山市企業局　 上・工業用水道管理課　課長 得津 雅夫 NEXCO西日本イノベーションズ株式会社 社長 矢野 寛
和歌山市 道路管理課　班長 西出 大典 エースコンサルタント株式会社 相談役 三品 文雄
玉名市 土木課　技術主任 伊方 寛睦 ルーチェサーチ株式会社 事業企画調整部 本多 哲也
札幌市 建設局土木部　道路維持課　係員 三橋 隆淑 一般社団法人　日本建設保全協会 本部事務局　次長 中村 淳志
帯広市 都市環境部土木室土木課土木係　係員 高橋 尚樹 沖電気工業株式会社 社会インフラソリューション事業部 岐部 景子
神河町 建設課　主査 田中 聡 株式会社インテコ 設計部　次長 中村 直樹
株式会社セイコーウェーブ 代表取締役 新村 稔 株式会社インテコ 設計部 高橋 宗之
コニカミノルタ株式会社 BIC-Japan　インキュベーションリード 北村 健 株式会社インテコ 設計部 大道 乙男
株式会社浪速技研コンサルタント 技術顧問 今西 直人 株式会社初山 測量設計部 中山 義康
アイセイ株式会社 技術開発部　課長 関 和彦 株式会社かみえちご測地 構造調査課　課長補佐 田光 嘉彦
フルサト工業株式会社 建材開発部 薄井 健太 株式会社きんそく 商品企画室　室長 古川 龍二
日本橋梁株式会社 事業開発グループ　技師長 小西 日出幸 株式会社きんそく 経営企画本部　部長 山田 泰史
日本橋梁株式会社　神戸事業所 事業開発チーム　部長 新開 篤 株式会社トプコンポジショニングアジア ICT施工ソリューション　主査 藤井 曉也
日本橋梁株式会社　神戸事業所 事業開発チーム　課長代理 佐藤 寛幸 株式会社パスコ 関西事業部　事業推進室　事業推進課 中野 浩行
株式会社太平洋コンサルタント 分析技術部　取締役分析部長 野口 康成 株式会社パスコ 関西事業部　事業推進室　室長 杉澤 泰弘
大伸化学株式会社 技術部開発課　課長 木村 友昭 株式会社パスコ 関西事業部　事業推進室　副室長 井内 努
大伸化学株式会社 技術部　副部長 熊谷 好高 株式会社パスコ 関西事業部　事業推進室　営業推進課 川口 恵佑
ヤマダインフラテクノス株式会社 専務取締役 山田 翔平 株式会社パスコ 関西事業部　事業推進室　事業推進課　主任技師 崎山 英杉
ヤマダインフラテクノス株式会社 工事第二　事業部　主任 下里 康浩 株式会社フジタ　大阪支店 土木工事部　部長 根岸 善徳
株式会社ユニテック 取締役 加藤 久仁幸 株式会社近畿地域づくりセンター 設計積算部　調整役 脇本 吉庸
株式会社ウオールナット 第二調査グループ　主任 高山 勇樹 株式会社近畿地域づくりセンター 設計積算部　調整役 原 康雅
株式会社土木管理総合試験所 物理探査部　次長 竹元 大 株式会社東北ドローン 代表取締役 桐生 俊輔
川崎地質株式会社 事業企画部　技術開発部長 山田 茂治 公益財団法人大阪産業局 調査担当フェロー 徳田 裕平
古河電気工業株式会社 新事業創出部ﾃﾞｰﾀﾋﾞｼﾞﾈｽ課 　課長 橘 昭頼 三井造船特機エンジニアリング株式会社  マリン・メンテ事業部 千葉工場工作部 メンテ工作 課長補佐 丸山 弘
古河電気工業株式会社 パートナー開拓部 野村 俊輔 神鋼検査サービス株式会社 技術部　技術主管 日下 卓也
古河電気工業株式会社 パートナー開拓部　課長 鈴木 政寛 西松建設株式会社 土木技術部　課長 永瀬 勝彦
古河電気工業株式会社 新事業創出部　部長 奈良 一孝 仙台コンクリート試験センター株式会社 本社　統括副所長 松川 欣司
古河電気工業株式会社 新事業創出部　課長 橘 昭頼 川田工業株式会社 技術部　担当部長 坂田 正二
古河電気工業株式会社 新事業創出部　主査 川手 隆司 大阪ガス株式会社 秘書部　顧問 西川 秀昭
古河電気工業株式会社 新事業創出部　主査 橋詰 直樹 株式会社M･T技研 取締役専務 山川 博樹
古河電気工業株式会社 新事業創出部 小林 洋幸 中央復建コンサルタンツ株式会社 総合技術本部　技師長 田底 成智
古河電気工業株式会社 インフラ営業部 田中 保治 田中シビルテック株式会社 代表取締役社長 湯本 聡
古河電気工業株式会社 共創プロジェクト推進部 岩田 稔 東急建設株式会社 東急建設　主任 張 志冲
古河電気工業株式会社 共創プロジェクト推進部 中村 ジュン 東洋建設株式会　大阪本店 土木部　部長 武内 清誠
国際航業株式会社 和歌山営業所　技師長 鐵尾 義治 日本ファブテック株式会社 リブリ工事部　係長 門口 一
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日本工営株式会社　大阪支店 流域水管理部　課長 林 良一
日本鉄塔工業株式会社 イノベーション企画第二Gr　GL 本松 勝輝
日本鉄塔工業株式会社 イノベーション企画第二Gr　担当 中村 公春
日本電気株式会社 西日本統括支社　エキスパート 西村 博
日本電気株式会社 システムデバイス事業部　エキスパート 藤田 貴司
復建調査設計株式会社 保全構造部　副部長 天満 真士
復建調査設計株式会社 保全構造部 藤井 友行
本州四国連絡高速道路株式会社　神戸管理センター 計画課　課長 越野 勝
本州四国連絡高速道路株式会社　保全部 橋梁保全課 橋本 龍
本州四国連絡高速道路株式会社　保全部 橋梁保全課 永瀬 繁幸
本州四国連絡高速道路株式会社 長大橋・技術部　技術革新・アセットマネジメントG 平松 直人
本州四国連絡高速道路株式会社 長大橋・技術部　技術革新・アセットマネジメントG　グループリーダー 杉山 剛史
本州四国連絡高速道路株式会社 長大橋・技術部　技術革新・アセットマネジメントG　サブリーダー 大倉 章弘

坂野 昌弘
近畿本部フォーラム　事務局 事務局代表 霜上 民生
近畿本部フォーラム　事務局 河野 千代
近畿本部フォーラム　事務局 多田 成宏
近畿本部フォーラム　事務局 新田 耕司
近畿本部フォーラム　事務局 東 定生
近畿本部フォーラム　事務局 楠本 博
近畿本部フォーラム　事務局 板倉 信一郎
近畿本部フォーラム　事務局 片岡 信之
近畿本部フォーラム　事務局 宮原 正和
近畿本部フォーラム　事務局 田中 敏治
近畿本部フォーラム　事務局 髙山 実華
近畿本部フォーラム　事務局 尾中 智美
近畿地方整備局　企画部長 豊口 佳之
近畿地方整備局　企画部　 事業調整官 高橋 雅樹
近畿地方整備局　企画部　企画課 課長補佐 今城 由貴
近畿地方整備局　企画部　企画課 係長 中川 裕嗣
近畿地方整備局　企画部　企画課 吉野 玲葉
近畿地方整備局　企画部　企画課 山村 隆星
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インフラメンテナンス国民会議 近畿本部フォーラム 近畿情報ＷＧ長（関西大学　環境都市工学部　教授）



実施時間

13:00～ 開会 13:00 0:05

13:05～ 来賓挨拶 13:05 0:05

番号 説明者 番号 説明者

テーマ① 大阪府（５分） シーズ①－1 株式会社セイコーウェーブ 　新村 様　（７分）

産業用ドローンを活用した、狭隘な場所の点検技術

シーズ①－２ コニカミノルタ株式会社 　北村 様　（７分）

磁気センシングによる内部鋼材破断の非破壊検知技術

シーズ①－３ 株式会社浪速技研コンサルタント 　今西 様　（７分）

床版構造の不可視劣化部のAI的遠隔検出方法

シーズ①－４ アイセイ株式会社　関 様　（７分）

3次元点群データを活用した差分解析による点検支援技術

テーマ② 大阪市、淡路市　（各５分） シーズ②－１ フルサト工業株式会社　薄井 様　（７分）

シーズ②－２ 日本橋梁株式会社　小西 様　（７分）

シーズ②－３ 株式会社太平洋コンサルタント　野口 様　（７分）

シーズ②－４ 大伸化学株式会社　木村 様　（７分）

シーズ②－５ ヤマダインフラテクノス株式会社　山田 様　（７分）

シーズ②－６ 株式会社ユニテック　加藤 様　（７分）

テーマ③ 大阪府、奈良県、大阪市（各５分） シーズ③－１ 株式会社ウォールナット　高山 様　（７分）

シーズ③－２ 株式会社土木管理総合試験所　竹元 様　（７分）

シーズ③－３ 川崎地質株式会社　山田 様　（７分）

15:32 0:10

テーマ④ 大阪府　（５分） シーズ④ 古河電気工業株式会社　橘 様　（７分）

テーマ⑤ 京田辺市（５分） シーズ⑤ 川崎地質株式会社　山田 様　（７分）

16:20 ピッチイベントを終えて 16:20 0:10

16:30 閉会 16:30 -

【注意事項】

　本ピッチイベントは、課題に対応出来る技術を提案するものであり、プレゼン内容を評価・審査するものではありません。

　プレゼンの内容を否定する質問・ご意見等は、ご遠慮ください。

インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム　第７回ピッチイベント
プログラム

日　時 ： 令和３年 12月 21日 13:00～16:30
場　所 ： 近畿地方整備局　第一別館　2階　大会議室

実施内容 タイムスケジュール

インフラメンテナンス国民会議  近畿本部フォーラム　事務局代表
霜上　民生

近畿地方整備局　企画部長
　　　　　豊口　佳之

13:10～
13:50 0:40

【テーマ】
点検の機械化に係る技術

【 ニーズの概要 】
①地下河川構造物の点検技術（ドローン等を活用）
②法面点検時の点検技術（ドローン等を活用した測量等）

質疑応答（７分）

13:10

【テーマ】
橋梁塗装に係る技術

【 ニーズの概要 】
①現場での塗膜成分分析技術
②塗膜剥離技術（残存した塗膜の処理）

レーザーケレン工法

IH式塗膜剥離工法

塗膜試料採取システム

繊維ペースト化塗膜剥離剤と押え付け工法を併用した湿式塗膜剥離工法

14:49～15:32

13:50～14:49 13:50 0:59

循環式エコクリーンブラスト工法・エコクリーンハイブリッド工法

塗膜剥離後の塗膜修復に関する技術

質疑応答（７分）

14:49 0:43

【テーマ】
空洞調査に係る技術

【 ニーズの概要 】
①路面下の空洞の厚みを確認する技術
②トンネルの巻圧の不足・現象、背面空洞を正確に調査する技術
③護岸背面の空洞か（路面下５m程度）の調査技術

交通規制が不要な空洞厚測定技術

3Dradarによる護岸背面空洞探査

質疑応答（７分）

深部対応型地中レーダについて

休憩（１０分程度）

15:42～16:031

【テーマ】
台帳整備に係る技術

【 ニーズの概要 】
ＡＩ等活用して、走行型カメラ画像から管内の標識や照明柱を捉え、台帳に整
備する技術

走るだけ！道路附属物維持管理DXソリューション「みちてん®シリーズ」

質疑応答（７分）

15:42 0:19

0:19

【テーマ】
ため池堤防等の漏水箇所調査に係る技術

【 ニーズの概要 】
農業用ため池堤防（ブロック塀と防水シート整備）の不明な漏水箇所につい
て、調査し特定できる技術

地中レーダや電磁法を利用した堤防内部構造調査

質疑応答（７分）

インフラメンテナンス国民会議 　近畿本部　近畿情報ＷＧ長
坂野　昌弘

16:01～16:20 16:01
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テーマ① 

点検の機械化に係る技術 

 

ニーズ：大阪府 

 

シーズ①-1：（株）セイコーウェーブ 

シーズ①-2：コニカミノルタ（株） 

シーズ①-3：（株）浪速技研コンサルタント 

シーズ①-4：アイセイ（株） 

 

 

 



道路防災点検の結果、要対策箇所として抽出された道路法面において、安全度を高めつつ、路線の重
要度や危険度を見極め、要対策箇所の解消に向け取り組んでいる。
対策工事のうち大規模な対策箇所については、測量及び設計業務委託を個別に発注し対応している一

方、比較的小規模な対策箇所または早急な対策が必要な箇所においては、簡易的な暫定対策を取り入れ
ながら対策を実施している。

テーマ１ 点検の機械化に係る技術（大阪府）

・低コストでの実現性
・測量計画～実施～成果までに要する期間
・危険箇所の斜面監視方法（ドローン以外も含む）

現 状

課題１

【 求める技術 】
ドローンを活用した航空レーザ測量

【 条件 】
ドローンの技術革新が進むなか、レーザ計測機器を搭載したドローンにより、従来の測量業務委託よりも低価格

で短期間での測量成果が可能、また、危険箇所の抽出による将来対策までの間、危険箇所の監視が可能となるよう
な技術提案を求める。

求める技術・条件

暫定対策事例



・大阪府では河川の治水対策の一環として地下調節池や地下河川などの地下構造物を設けている。
・地下構造物の点検は現在目視で行われているが、暗所であることや高所では遠望目視となることから、
損傷を見逃す恐れがある。また、高所や密閉空間での有人作業による安全面の課題がある。
・目視によらないロボットによる損傷箇所の撮影や解析などにより、確実かつ安全に地下構造物を点検
できる技術の導入が求められている。

テーマ１ 地下河川構造物の点検技術（大阪府）

○目視による点検では、暗所であること、また
高所では遠望目視となることから、損傷を見逃
す恐れがある。

現 状

課題１

【 求める技術 】
○ロボットにカメラや照明器具を装着させ、自動で移動し点検箇所を撮影。
○解析ソフトにより撮影した写真から損傷具合の分析・経年比較を行う。

【 条件 】
○暗所・高所かつ狭窄部（1ｍ四方程度）、非GPS環境で移動可能なロボット（ドローン等）の使用
○画質の低い画像（4Kからやや劣る）からもひび割れなどの損傷を確認できる解析ソフトの使用

○ 有人による高所や密閉空間の作業は安全面に
課題がある。

課題２

求める技術・条件

調節池・地下河川イメージ

撮影写真にて損傷解析

ロボットによる点検イメージ
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テーマ② 

橋梁塗装に係る技術 

 

ニーズ ：大阪市、淡路市 

 

シーズ②-1：フルサト工業（株） 

シーズ②-2：日本橋梁（株） 

シーズ②-3：（株）太平洋コンサルタント 

シーズ②-4：大伸化学（株） 

シーズ②-5：ヤマダインフラテクノス（株） 

シーズ②-6：（株）ユニテック 

 

 

 



○ PCBについては、可塑剤として使用されていた昭和40年代製造の塩化ゴム系塗料以外の塗膜において
も、製造工程中の非意図的な副生により、微量のPCBが検出される事例が報告されている。
○ また、鉛中毒予防規則の規定により、鉛を含む塗料のかき落とし作業は、「著しく困難な場合を除き、
湿式によること。」とされている。
○ 上記のような有害物質（PCB、鉛等）の有無により、塗装塗り替え工事に要する安全衛生経費や工期
は大きく変わることから、可能な限り、事前調査を実施しており、分析にあたっての塗膜採取にも剥離
剤を使用している。

テーマ２ 橋梁塗装に係る技術（大阪市）

○ 事前調査時の塗膜分析に必要な剥離剤による塗膜採取・復旧に手間暇がかかる。
塗膜採取（剥離剤塗布・放置・剥離を繰返し）⇒ 塗膜復旧（塗布・乾燥を複数回繰返し）

現 状

課題１

【 求める技術 】
○現地で既設塗膜内の有害物質の有無や濃度を判定できる調査分析技術

【 条件 】
○できるだけ短時間で非破壊（塗装復旧不要）で検査できることが望ましい。

求める技術・条件



橋梁塗装塗替工における塗膜の剥離については、平成26年度に厚労省より湿式とするとの通達が出さ
れたことにより、当市においても塗膜剥離剤を使用しているが、下塗り塗膜を完全に剥離させることが
できないケースが現場で多くみられ、残存した塗膜に関する施工手順について特にマニュアル等も存在
しないため現場での判断に困っている。
また、剥離作業における防護体制や、廃塗膜の処分についても特に定めがなく、処分地の選定や有害

物質等の分析調査等についても手探りの対応となっている。

テーマ２ 橋梁塗装に係る技術（淡路市）

塗膜剥離工において塗膜が残存した際のマニュアルがな
く現場で混乱を招く

現 状

課題１

■剥離剤の技術の向上、及び、塗装塗替え工における施工マニュアルの確立
※素地調整を湿式（剥離剤、湿式ブラスト等）で行い、塗膜が残存した場合の適正な施工方法、剥離作業におけ

る防護体制（防護服・クリーンルーム・一時保管）
■廃塗膜の処分に関するマニュアル（有害物質分析調査、処分地の選定）の確立

廃塗膜の処分・施工時の防護体制に関する
マニュアルがない

課題２

※３種類の剥離剤で試験施工するが
橙色の下塗りが剥離できていない
状況
（１回塗布/４８時間後剥離）

求める技術・条件

剥離状況写真

剥離剤塗布状況 剥離後状況
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テーマ③ 

空洞調査に係る技術 
 

ニーズ：大阪府、奈良県、大阪市 

 

シーズ③-1：（株）ウォールナット 

シーズ③-2：（株）土木管理総合試験所 

シーズ③-3：川崎地質（株） 

 

 



○ 河川構造物である護岸の点検においては、目視による護岸周辺の変状の確認を行い、変状等を確認し
た後に、該当箇所をコアボーリングにより護岸背面の空洞化の状況を調査、把握している。
○現在の調査方法では、表面上の変状が発生するまで空洞の把握ができないため、発見が遅れれば重大
な護岸損傷につながる恐れがある。
○早期の空洞化の発見のために、レーダー探査による調査を検討している。

テーマ３ 護岸背面の空洞化調査（大阪府）
現 状

【 求める技術 】
○大阪府の管理する護岸高、約5m程度でも探査可能なレーダー探査技術

【 条件 】
○最大５ｍ程度の深度でも調査が行えるレーダー探査技術、またはそれに代わるもの
○現場条件よっては狭隘な箇所もあるため、車載型、ハンディ型などの対応

○一般的なレーダー探査の調査深度は、最大
1.5m～2.0m程度であり、護岸高さ（4m～5m）に
満たない

課題２

求める技術・条件

○表面の状態から想定した個所の点検を行うた
め、精度が低い

課題１

天端

▽HWL

護岸

空洞

イメージ

地表から5ｍ
程度の空洞
を探査

空洞化による道路陥没事例

車載型、
ハンディ型

現状：
コアボーリング調査



テーマ３ 空洞調査に係る技術（奈良県）
現 状

課題１ 課題２

求める技術・条件

〈裏込め注入工が増加した事例〉
Aトンネルは調査結果から、裏込め注入工の当初施工量をV=約43m3と想定。
実績ではV=約81m3となり、約2倍の注入が必要となった。

側線①

側線②
側線③

側線① 側線③

側線②

▼電磁波法の調査結果（Aトンネル） ：空洞

矢板工法のトンネルは崩壊発生まで見かけ上の変状は小さい状況で、覆工が突然に崩壊することがある。
○ 覆工巻厚と背面空洞調査として、電磁波法（地中レーダ法）と実際の削孔により確認。
○ 調査により確認した覆工巻厚、空洞の有無から対策区分の判定を実施。
○ 対策が必要な際は、調査結果を基に裏込め注入工の施工数量を算出。

○ 電磁波法は線的、削孔は点的な調査であり、
調査範囲外の空洞や覆工巻厚が把握できない。

○ 裏込め注入工は実績に基づく対応となり、
大幅な施工数量の増加が発生することがある。

【 求める技術 】
○ トンネル覆工背面全体を面的に計測できる技術。
○ 空洞容積の確認ができる精度の良い技術。

【 条件 】
○ 非破壊検査で確認できる技術。
○ 道路の通行止めを極力伴わない技術。

▼調査結果のとりまとめ表

▼施工時確認の巻厚、空洞厚

S015スパンで調査だけでは判明しない、
48cmの空洞が確認された。

S013 S014 S015

S013 S014 S015

S013 S014 S015

S013 S014 S015
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非
破
壊
調
査
で
は
、
空
洞
の
発
生
深
度
と

広
が
り
は
高
い

精
度

で
確

認
で

き
る
も

の
の
、

空
洞
の

厚
さ
が

確
認
で
き
な
い
た
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
空
洞
内

部
に
カ
メ
ラ
を

入
れ

て
空

洞
の

確
認
を

実
施
し

て
お
り
ま

す
が

、
多
く
の
時
間
と
コ
ス
ト
を
要
す
る
た
め
、
非
破
壊
調
査

に
よ
り
空
洞

厚
さ

を
確

認
す
る

技
術
を
求

め
て

お
り
ま

す
。

テ
ー
マ
３

空
洞
調
査
に
係
る
技
術
（
大
阪
市
）

○
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
、
交
通
規
制
や
騒
音
等
に
よ
る
周
辺

へ
の

影
響
が
あ
り
、
調
査
費
も
高
額
に
な
る
た
め
、
で
き
る

だ
け

減
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
状

課
題

１

【
求
め
る
技
術

】
○
空
洞
の
深
さ
だ
け
で
な
く
、
空
洞
の
厚
さ
を
探
査
車
等
で
直
接
計
測
す
る
技
術
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

【
条

件
】

〇
関
係
機
関
等
へ
の
説
明
資
料
と
し
て
手
軽
に
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
形
式
で
あ
る
こ
と
。
（
市
役
所
の
端
末
で
閲
覧
で
き
る
こ
と
）

○
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
実
施
に
先
立
ち
埋
設
企
業
体
と
事
前
調

整
が
必
要
で
あ
る
が
、
資
料
の
作
成
な
ど
に
毎
年
多
く
の
時
間

を
費
や
し
て
い
る
。

課
題

２

ボ
ー
リ
ン
グ
の
削
孔
箇
所
に
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
撮
影
し
た
記
録
画
像
（
例
）

求
め

る
技

術
・

条
件

[
ボ
ア
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
記
録
例
]

撮
影

深
度

0
.0

0
～

0
.6

3
(m

)
構

成
層

厚
(m

)
深

　
度

(m
)

ア
ス
コ
ン

0
.2

3

ス
ラ
グ

0
.1

8

空
洞

0
.1

4

崩
落

砕
石

0
.5

5

0
.4

1

0
.2

3

ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
せ
ず
に
、
非
破
壊
探
査
に
よ
り
同
等
の
確
認
が
で
き
る
技
術
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テーマ④ 

台帳整備に係る技術 

 
 

ニーズ：大阪府 

 

シーズ④：古河電気工業（株） 

 

 



① 照明・標識、カーブミラーなどの道路附属物は、年々、新設や建替えなどを行っており、施設台帳が
あるものの管理数が正確に把握できていないのが状況である。

② 一部の道路台帳整備において、「モービルマッピングシステム」により、現地調査を最小とする技術
を用いているが、一般的な官公庁のパソコンではスペックが低く操作ができない。

テーマ４ 台帳整備に係る技術（大阪府）

① 施設台帳があるが、現地との整合性を図るの
に苦悩している。

② データの軽量化やヴューアーの性能向上が
必要

現 状

課題１

【 求める技術 】
① ＡＩを用いた道路附属物の台帳作成

② 道路台帳整備の簡易化

【 条件 】
① 走行型カメラなどを用い、ＡＩ技術によりカメラ映像から、安価に標識、照明、カーブミラーなどの道路附属
物の位置や台帳を既存の台帳と突合し整備することができるものを求める。

② 一般的な官公庁のパソコンでも操作可能となるよう、データの軽量化やビューワーの性能向上など、さらなる
安価で簡易な道路台帳整備技術を求める。

① 職員または契約業者が、１基ごとに台帳の突
合を行えば、時間と費用がかかり、非効率で
ある。

課題２

求める技術・条件
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Thank you for listening.



 

 

 

テーマ⑤ 

ため池堤防等の漏水箇所 

調査に係る技術 

 

ニーズ：京田辺市 

 

シーズ⑤：川崎地質（株） 

 

 

 

 

 



○ 農業用ため池で漏水が発生した場合、原因となる箇所の特定が出来ない場合が多い。
○ 農業用ため池の管理者は、地域農家団体であるため修繕に伴う費用負担が生じる。

テーマ５ ため池堤防等の漏水箇所調査に係る技術（京田辺市）

○ 漏水箇所が特定できる技術

現 状

課題１

【 求める技術 】
○資機材により漏水箇所が特定できる技術
○経済的な調査費用

求める技術・条件



テ
ー
マ
５

た
め
池
堤
防
等
の
漏
水
箇
所
調
査
に
係
る
技
術
（
京
田
辺
市
）

現
況

写
真

（
五

ノ
坪

池
）

平
成
３
１
年
４
月
時
点

令
和
２
年
４
月
時
点
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